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しもすわ
中山道と甲州街道が出会う 大社といで湯の宿場まち

新型コロナウイルスの影響により、本誌に記載の行事等、
急遽中止や延期となる可能性がありますので、不明な点
等がありましたら各担当へお問い合わせください。

CONTENTS（内容）防災に関する必要な情報を自ら入手しましょう！

☎0120ー27ー2311下諏訪町防災行政無線
テレホン案内サービス

スマートフォン用アプリ

防災行政無線放送の直近の内容を確認できます。

下諏訪ライオンズクラブから下諏訪町へ電気自動車を
　　　寄贈いただきました ほか ……………………………２
長野県議会議員選挙は４月９日(日)、
　　　下諏訪町議会議員選挙は４月23日(日)投票です！ …３
下諏訪町の新しい防災・行政情報配信サービス　しもすわインフォ …４
ぴったりサービス（電子申請）の開始について ……………６
地球環境を考えよう！未来のためにできること　
　　　毎年４月22日はEarth Day（アースデイ）！ ほか …７
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歯科コラム　国民皆歯科健診の導入について ほか ………９
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令和５年度予算（案）の概要についてお知らせします ほか …１６
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下諏訪ライオンズクラブ50周年記念事業として
町に電気自動車を寄贈していただきました

しもすわインフォ
Android用iPhone用

防災情報や生活に役立つ行政情報をタイムリーに
入手することができるスマートフォン用アプリです。

インストール
はこちら
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■ 問い合わせ 下諏訪町 税務課 収納係（庁舎２階）　☎27ー1111（内線237）
 〒393-8501　長野県諏訪郡下諏訪町4613番地8

下諏訪ライオンズクラブから下諏訪町へ
電気自動車を寄贈いただきました

　下諏訪ライオンズクラブから、結成５０周年記念事
業として、下諏訪町に電気自動車（ｅＫクロスＥＶ）１台、
ＥＶ車両充電設備１基を寄贈いただき、２月３日に贈
呈式が行われました。
　寄贈いただいた電気自動車は、環境性能に優れた
庁用車両として有効に活用いたします。
　また、下諏訪町では、本年度、国が推進している地
球温暖化対策のための国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」
に賛同しており、寄贈いただいた電気自動車を、地球
温暖化防止やゼロカーボン社会の実現に向けた普及
啓発活動に役立ててまいります。
　下諏訪ライオンズクラブの皆様には、常日頃から町
政へのご協力を賜り感謝申し上げます。　　　

　下諏訪町は、明治26年６月30日に誕生し、諏訪大社下社や温泉宿場町など深い歴史
の面影の残る街並みと、八島湿原や諏訪湖をはじめとした豊かな自然を擁する「中山道
と甲州街道が出会う大社といで湯の宿場まち」として、令和５年に町制施行130周年を
迎えます。
　そこで、下諏訪町の魅力を町内外へ広くＰＲし、地域の活性化や観光振興に役立てる
ため、「下諏訪町らしさ」を表現した、魅力ある図柄の原動機付自転車オリジナルナン
バープレートを作成することになりました。つきましては、下記及び「募集要項」によ
りデザインを募集しますので、皆さまの思う「下諏訪町らしさ」を表現していただき多
くの応募をお待ちしております。
◇受付期間 令和５年４月３日(月)～令和５年５月１日(月)　必着
◇応募資格 下諏訪町内に在住、在勤、在学の方又は下諏訪町出身の方（個人または団体）
◇提 出 物 1.下諏訪町原動機付自転車オリジナルナンバープレートデザイン応募申請用紙
 2.提案するデザイン案　（規格：タテ10cm、ヨコ20cm）
 ※詳細については「募集要項」を参照。
 （50cc以下：白、90cc以下：黄色、125cc以下：桃色の３種類に使用）
◇提出方法 持参、郵便または電子メールにより提出してください。
◇選 考 等 応募作品は下諏訪町において審査し、採用デザインを決定します。選考結

果は採用デザイン制作者に通知するとともに、町ホームページ等にて公表
します。

 採用デザイン制作者には表彰及び記念品を贈呈します。
◇注意事項 応募にあたっては必ず町ホームページに掲載した「募集要項」をご確認ください。

オリジナルナンバープレートのデザインを募集します！

贈呈式の様子（２月３日）

電気自動車（eKクロスEV） EV車両充電設備
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長野県議会議員選挙は
下諏訪町議会議員選挙は 投票です！４月 ９日(日）

４月23日(日）
　任期満了に伴う長野県議会議員一般選挙が４月９日に、下諏
訪町議会議員一般選挙が４月23日に行われます。選挙は私たち
が政治に参加する大切な機会です。忘れずに投票しましょう。

■ 長野県議会議員一般選挙

■ 下諏訪町議会議員一般選挙

＜投票日当日に投票するとき＞
　投票時間は、午前７時から午後８時までです。入場券に記載された投票所へ、入場券を持ってお出かけ
ください。万一、入場券を紛失されても投票できますので、投票所でその旨をお申し出ください。

＜期日前投票をするとき＞
　投票日当日、次の事由に該当すると見込まれる場合は、上記期間中、期日前投票所（下諏訪総合文化セ
ンターロビー）において、午前８時30分から午後8時まで期日前投票ができます。入場券を持参の上、係
員の指示に従って投票してください。
・仕事や冠婚葬祭などの予定がある場合
・旅行や用事などで出かける場合
・病気や出産、身体の障害などのために歩行が困難な場合　など

＜選挙公報の配布について＞
　選挙時に選挙管理委員会が発行する候補者の氏名、経歴、政見などが記載された選挙公報を、投票日の
２日前までに町内会長を通じて各世帯に配布します。
　町内会からの文書が届かない方で、郵送による配布を希望される方は、下諏訪町選挙管理委員会まで電
話でお申し込みください。

○投票日：令和5年4月23日(日)　　○告示日：令和5年4月18日(火)
○期日前投票期間：令和5年4月19日(水) ～ 4月22日(土)
○投票できる人
　・日本国民であること。
　・満18歳以上であること。（平成17年4月24日までに生まれた人）
　・引き続き3か月以上、下諏訪町の区域内に住所のあること。(令和5年1月17日までに転入届をした人)

○投票日：令和5年4月9日(日)　　○告示日：令和5年3月31日(金)
○期日前投票期間：令和5年4月1日(土) ～ 4月8日(土)
○投票できる人
　・日本国民であること。
　・満18歳以上であること。（平成17年4月10日までに生まれた人）
　・引き続き3か月以上、下諏訪町の区域内に住所のあること。(令和4年12月30日までに転入届をした人)
※今までお住まいの市町村から転出し、県内の他市町村へ転入された方は、転出・転入の時期によっ
て、投票できる場所が異なりますので、次の表によりご確認ください。

※投票する際に、最寄りの市町村が発行する「引き続き長野県内に住所を有する旨の証明書」
　が必要です。なお、期日前投票を行う際にも、この証明書が必要になります。

令和4年12月30日以前
令和4年12月31日以後
令和4年12月30日以前
令和4年12月31日以後

他の都道府県から
転入された方
長野県内の他の市町
村から転入された方

届出の日
投票場所・選挙権の有無

下諏訪町で
投票できる

旧住所地で
投票できる 投票できない

○

○
○※

○
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これまで防災行政無線の放送が聴こえづ
らかった方や防災ラジオをお持ちでない
方も、重要な情報を正確に入手できるよ
うになります。

各種注意報や警報等の情報をタイムリー
に入手して、早期の災害への心構えや避
難行動の確認に役立てられます。

防災情報のほか、生活に役立つお知らせ
やコンテンツを追加していきます。一度
閲覧した情報は、災害時にスマホの電波
状態が悪くなっても閲覧できます。

防災行政無線で放送された情報を、
放送後すぐに音声＆文字で確認で
きます。

各種注意報や警報等の気象・地震
情報も発表後すぐに確認できます。

ハザードマップ、クローズアップしも
すわ等のコンテンツも閲覧できます。

令和５年4月1日  運用開始

※防災ラジオに替えてのご利用を推奨しておりますが、
　当面は防災ラジオもご利用いただけます。

しもすわインフォは、下諏訪町の防災情報や生活に役立つ行政情報を、
タイムリーに入手することができるスマートフォン用アプリです。

しもすわインフォ
下諏訪町の新しい防災・行政情報配信サービス

Android用iPhone用
インストールはこちら

■ 問い合わせ　下諏訪町 総務課 情報防災係　☎ 27ー1111（内線261）

1

２

3
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決定

②ログイン方法を選択
　　アイコンをタップしてアプ
リを開き、「地域を選択してログ
イン」を選択しタップする。

③町内の郵便番号を入力
町内の郵便番号7桁を入力し、
「検索」をタップする。
※町外在住の方は、郵便番号に          
「3930000」を入力

①アプリをインストール
前ページのQR（二次元コード）
を読み取るか、App Storeまたは
Google Playで「ライフビジョン」
と検索する。

⑤受信を希望する地域を選択
「全ての地域」もしくは、「１区」
から「１０区」のいずれかを選択
し、「決定」をタップする。
※複数選択不可

⑥受信を希望する情報を選択
「防犯情報」「生活・道路」「気
象・地震情報等」「安心・安全」
「住民活動」「観光・イベント」か
ら選択し、「決定」をタップする。
※「防災情報」は必須

※町外の郵便番号等が入力され
た場合は、「下諏訪町」が正しく表
示されません。

⑧「同意する」をタップ
利用規約を確認し、「同意する」
をタップする。

⑨初期設定完了
トップページが表示されます。

⑦「はい」をタップ
利用規約の確認へ進む。

「しもすわインフォ」初期設定手順
ボクもやって
みよう！！

④｢下諏訪町」の表示を
　確認し「次へ」をタップ

広報 2023.45



■ 問い合わせ　下諏訪町 総務課 デジタル推進室　☎27ー1111（内線281）

ぴったりサービス（電子申請）の開始について
　以下の手続について、「ぴったりサービス」による電子申請の受付を開始しましたので、お知らせします。

●「ぴったりサービス」とは
　　国(内閣府)が運営するWEBサイト「マイナポータル」にある、オンラインで各種行政手続を行える
電子申請サービスです。
　　マイナンバーカードの電子署名を付与することで本人確認が必要な手続も行うことができます。ま
た、マイナンバーカードを読み取って、申請に必要な氏名や住所等を自動入力することも可能です。
●「ぴったりサービス」（電子申請）に必要なもの
　・パソコンまたはスマートフォン
　・（パソコンの場合で一部手続のみ）マイナンバーカードの読み取りに対応したICカードリーダー
　・マイナンバーカード
　・電子署名が必要な手続 (＊) ：署名用電子証明書の暗証番号（６～16桁の英数字）
　・氏名等の自動入力を行う手続：券面事項入力補助用の暗証番号（数字４桁）
　　※暗証番号を忘れた場合は、再設定が必要です。住民環境課総合窓口係（電話27-1111）まで
　　　お問い合わせください。
●「ぴったりサービス」での申請について
　　ぴったりサービスでの申請は、町ホームページの「手続き　届出」からご利用いた
だけます。スマートフォンをお持ちの方は、右の二次元コード(QR)を読み取ること
で町ホームページ「手続き  届出」ページを開くことができます。

転居予定連絡
転出届＊
転入予定連絡
児童手当等の受給資格及び児童手当の額についての認定請求＊
児童手当等の額の改定の請求及び届出 
児童手当等の氏名変更／住所変更等の届出 
児童手当等の受給事由消滅の届出
未支払の児童手当等の請求
児童手当等に係る寄附の申出
児童手当等に係る寄附変更等の申出
受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の申出
受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の変更等の申出
児童手当等の現況届
児童扶養手当等の現況届
教育・保育の支給認定の申請＊
保育施設等の利用申込＊
保育施設等の利用に係る現況届
妊娠の届出
要介護・要支援認定（新規）の申請＊
要介護・要支援更新認定の申請＊
要介護・要支援状態区分変更認定の申請＊
居宅（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼の届出＊
介護保険負担割合証の再交付申請＊
介護保険被保険者証の再交付申請＊
高額介護（予防）サービス費の支給申請＊
介護保険負担限度額認定申請＊
居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給申請＊
居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請（住宅改修前）＊
居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請（住宅改修後）＊
住所移転後の要介護・要支援認定申請＊
罹災証明書の発行申請＊防災・安全

健康・福祉

子育て・教育

くらし・地域

税務課

保健福祉課

保健福祉課

教育こども課

住民環境課

担当課手続名称分　類

※申請受付は
　4月1日(土)から
　開始します
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■ 問い合わせ　
　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　
　☎27ー1111（内線142）

■ 問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　☎27ー1111（内線141）

地球環境を考えよう！未来のためにできること
毎年４月22日は Earth Day (アースデイ）！

　アースデイは、アメリカの上院議員であったゲイロード・ネルソンが、1970年（昭和45年）４月
22日に環境問題についての討論を呼びかけたことがきっかけで、世界中で環境にまつわるイベントや
企業による企画が開催されます。
　アースデイには特別に決められたルールはなく、一人ひとりが自由な発想のもと地球環境を大切にす
るきっかけとなる日です。そこでアースデイを記念して、町が進める地球温暖化対策を一挙ご紹介しま
す。気になるテーマをチェックして、改めて環境問題を見つめ直しましょう！

　平成23年に発生した東日本大震災では、多くの尊い命が失われ、膨大な量の災害廃棄物が発生しま
した。また、令和元年10月13日に発生した東日本台風では、長野県内でも大きな被害があり、長野市
では151,087トンの災害廃棄物が発生しました。家屋の解体廃棄物なども含めた全ての災害廃棄物が
処理されたのが令和３年12月14日であり、２年２か月の期間を必要としました。
　家庭から発生した災害廃棄物は、町が処理する責任があります。早期復旧・復興のためには、迅速な
ごみ処理が必要となりますが、発生した災害廃棄物を適切に分別していただくことで処理期間が短くな
り、悪臭の発生や害虫の抑制にもつながります。
　町では、令和４年３月に「下諏訪町災害時のごみ出しガイド【保存版】」を作成しました。災害時で
も発生する日常ごみの燃やすごみや資源物の捨て方、携帯トイレの使い方・捨て方、災害廃棄物を捨て
るための分別方法や仮置場への持ち込み方法について記載されています。
　令和４年３月に全戸配布をし
ていますが、住民環境課生活環
境係の窓口でも配布をしていま
す。また、下記の二次元コード
からも確認することができます
ので、平時のうちから災害時の
ごみの出し方について確認をし
ておきましょう。

サステナブルな企業を知るゼロカーボンアクション30
　長野県ＳＤＧｓ推進企業に登録されている企
業を、１年間を通じて、クローズアップしもす
わの裏面「私たちは長野県ＳＤＧｓ推進企業で
す」で紹介します。

ゼロカーボンアクション30
環境省ホームページ　　▶

COOL CHOICE
環境省ホームページ　　▶

災害時のごみの出し方を確認しておきましょう
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さわやかな季節 

運動のスタートに
おすすめ！

さわやかな季節 

運動のスタートに
おすすめ！

◆講座の申込み方法◆

【申込み二次元コード】
　https://logoform.jp/form/N3wp/219710

地区版　みずべフィットネス地区版　みずべフィットネス

運動講座 選2

■ 問い合わせ　
　下諏訪町 教育こども課 
　健康サポート係
 （健康ステーション内） 
　☎75ー5546　FAX：75ー5547　
　E-mail：
　kenkous@town.shimosuwa.lg.jp

講座 ❶

■受付開始：４月１日（土）午前９時～
■下諏訪町ホームページまたは二次元コードよりお申込みください。
  (お電話・メールによる申込みは不可）
■先着順で受付が完了した段階で参加決定となります。
 （定員に達した講座は申込みフォーム内で非表示となります。）

◆特徴 
外歩きが快適な新緑の季節にノルディックウォ
ーキングが楽しめます。メインの歩きの他、ポー
ルによるストレッチや筋トレを行うことで相乗効
果を実感できます。

日時：５月８日・15日・22日・29日（月）
　　　午後1時30分～午後３時30分　
集合：健康フィールド駐車場
会場：健康スポーツゾーン
定員：20名

◆特徴 
毎年恒例のみずべフィットネスをリニューアル！
日程を地区毎に設定し、地域の知人や友人の方と参加する
ことができる屋外健康器具を使った筋トレと正しいウォー
キングが身につく運動講座です。初めてでも仲間と参加す
れば安心です。屋外の運動で筋力強化と骨を強くし、丈夫
な身体を作ります。
日程：①５月17日 (水) 第１区・第９区在住の方
　　　②５月24日 (水) 第２区・第10区在住の方
　　　③５月31日 (水) 第４・第６・第８区在住の方
　　　④６月  7日 (水) 第５区・第７区在住の方
　　　⑤６月14日 (水) 第３区在住の方
　　　⑥６月21日 (水) ①～⑤参加者 修了式
時間：午前10時～正午
定員：①～⑤　各回20名
集合：高木運動公園　　　会場：健康スポーツゾーン
※お住まいの対象となる日程でのご参加となります。

ノルディックウォーキングノルディックウォーキング
5月コース5月コース

講座 ❷

全４回

■ 問い合わせ　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　☎27ー1111（内線143）
　　　　　　　　　　　　

猫よけ器（超音波発生装置）
購入補助のご案内

令和５年度 狂犬病予防注射のお知らせ

猫が庭や駐車場などでフンや尿をし
てお困りの方に向けて、超音波を発
生させ、猫を遠ざける器具を購入す
る金額の一部を補助いたします。
●超音波を発生させ猫を遠ざける
効果がある器具が対象です。

●補助金額は器具の購入にかかっ
た経費の3分の2で、上限は５千
円です。

●下諏訪町に住所があること、世
帯全員に町税等の滞納がないこ
とが要件です。

●令和3年４月１日以降に購入した
ものが対象です。

●１世帯１台に限ります。
※申請の方法や必要書類など、詳しく
は下記までお問い合わせください。

　なお、町が器具設置の効果を保証
するものではありません。

下記日程にて、町内で狂犬病予防注射を実施します。

●当日の持ち物：お知らせハガキ・手数料（3,600円／１頭）
　※未登録の場合は登録料3,000円が別途必要になります。
●体調不良の犬、制御できない犬は動物病院で接種をお願いします。
●動物病院で接種した場合には注射済証を町へ提出してください。
●マスク着用の上でご来場をお願いいたします。

実施日 実施会場および時間

４月21日
（金）

４月22日
（土）

５月27日
（土）

社東町公民館
9:00～9:10

東山田公民館
9:20～9:35

長坂公会所
9:50～10:00

町屋敷公会所
10:10～10:20

萩倉地区公民館
10:30～10:40

文セン噴水広場
11:00～11:30

春宮駐車場
9:00～9:40

協和館
9:50～10:00

秋宮参拝者駐車場
10:10～10:30

富部地区公民館
10:40～10:55

高木公民館
11:05～11:20

四王公会所
11:30～11:50

文セン噴水広場
9:00～9:30

四王公会所
9:40～9:50

富部地区公民館
10:00～10:25

春宮駐車場
10:40～11:00

２回講座
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■ 問い合わせ　下諏訪町 教育こども課 子育て支援係　☎27ー1111（内線714）

■ 問い合わせ　下諏訪町 総務課 企画係　☎27ー1111（内線257）

■ 問い合わせ　岡谷下諏訪歯科医師会　☎23ー8320

　皆さん、日本人の成人のどれくらいの人が歯周病にかかっているか知っていますか？10%から20%くらい？
もうちょっと少ないかな？もうちょっといるかな？それくらいに考えている方が多い印象があります。
　実は日本人の40歳以上の約8割が歯周病に罹り、何かしらの症状を持っているとされています。痛み
として表面化するケースもあれば、痛みはないが、口の中が粘つく感じがする、歯磨きの際に出血す
る、口臭が気になるなど、様々な歯周病のサインが出ている方も少なくありません。また、最近の研
究では歯周病が誤嚥性肺炎、動脈硬化、心臓病、脳卒中、糖尿病、早産、関節リウマチ、アルツハイ
マー病などの病気と関係があることがわかってきました。
　そこで、国はこれまで受診機会が少なかった人に働きかけていく政策として、「国民皆歯科健診」
というものを発表しました。現在、義務づけられている歯科健診には、1歳６ヶ月児健診、3歳児健診、
小中高生の学校健診、塩酸などの化学物質を扱う人の特定健診などに限られています。このほか、厚
生労働省は日本歯科医師会とともに、口腔がんなどの可能性も早期発見するために、お口の中の粘膜
の状態を定期的にチェックすることも重要であると発表しました。このように口腔内の粘膜を含めた
口腔ケアを行うことで、病気や重症化の予防を実現し、医療費の抑制にもつなげたいとしています。
　国民皆歯科健診の導入は３年～５年後の実現を目処に検討されていますが、歯周病をはじめむし歯
や口腔粘膜の異常なども早期発見、早期治療できるに越した事はありません。痛みとしての自覚症状
が無い方でも歯科医院の受診は重要であると考えておりますので、自分のお口の中は問題はないか？
むし歯や歯周病にならない為に何かできる事はないか？歯周病に罹ってしまった場合にどういった治
療やセルフケアが必要なのか？そうお考えの方はぜひ歯科医院に通ってみてはいかがでしょうか？

国民皆歯科健診の導入について歯科コラム
dental column

「だっこの会」に参加してみませんか？
下諏訪町未就園児・在園児等母親の少人数グループによる子育て勉強会「だっこの会」
　だっこの会は、下諏訪町の入園前のお子さんとそのお母さんが、年間を通じて親子で楽しく遊んだ
り語ったりしながら交流できる自主的な集まりの会です。親子がふれあい、子どもの社会性を育むこ
ともできます。子育てを一人で抱えず、身軽に、気軽に参加してみませんか。新型コロナウイルス感
染症の状況をみながらの活動になりますが、三園合同企画や、園ごとでの活動がありますので是非ご
参加ください。

いちご狩りや、おしゃべり会、クリスマス
会など楽しい活動の中で子どもはお友達
ができ、お母さん同士もつながることが
でき、とても楽しい時間でした♪

★ 会員の感想 ★★ 会員の感想 ★

地域の活力創生チャレンジ事業 活動紹介 第14弾
下諏訪こどもラッパ隊立上げ事業

　町では、住民による自主的・主体的に取り組む公益事業に対して支援をしています。クローズアップ
しもすわでは、これまでに実施された事業の取組を紹介しています。
　ラッパ吹奏を通じて、下諏訪町に住む子どもたちの地域での活躍の場を増
やすとともに、町内のイベントやお祭りなどを盛り上げていくため、「下諏
訪こどもラッパ隊」を立ち上げました。
　町内の小中学校の児童・生徒に呼びかけ、隊員の募集を行い、集まったメ
ンバーとともに定期的に練習を行ってきました。新型コロナウイルス感染症
の感染拡大の影響から、町内のイベントやお祭りでの披露が難しい時期もあ
りましたが、感染状況を見ながら継続して練習を実施し、消防団ラッパ隊と
の合同吹奏も計画して、活動の幅をさらに広げていきたいと思っています。
　入隊希望の方は、お気軽にご連絡ください。

申請者：中村 裕二　　支援額：817,934円（令和３年度）

はじまりの会＆体験会

申し込みは不要です。お気軽にご参加ください。

090-4376-3779（佐藤） 080-1220-7235（中村）

令和5年4月19日（水）9：30～
会場：下諏訪体育館

広報 2023.49
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4 月、それぞれのステージへ

教
育
長　

松
﨑　
泉

ま
つ
ざ
き

い
ず
み

新
し
い
出
発
に
向
け
て

◆ 

子
ど
も
は
町
の
宝

　
先
日
小
学
校
に
行
き
、
１
年
生
の
教

室
で
元
気
な
学
び
の
様
子
を
参
観
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
室
内
を
一
周

し
参
観
を
続
け
て
い
る
と
、
ト
ン
ト
ン

ト
ン
と
私
の
腰
の
あ
た
り
に
触
れ
て
く

る
子
が
い
ま
し
た
。「
は
い
？
」
と
目

を
合
わ
せ
る
と
「
白
く
な
っ
て
ま
す
」

と
私
に
さ
さ
や
い
て
く
れ
た
の
で
見
る

と
、
上
着
の
腰
の
あ
た
り
が
チ
ョ
ー
ク

で
汚
れ
て
い
ま
し
た
。「
あ
っ
、
さ
っ

き
連
絡
黒
板
を
背
に
し
て
移
動
し
た
と

き
だ
」
と
思
い
「
教
え
て
く
れ
て
、
あ

り
が
と
う
」
と
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
ど
こ
で
払
う
と
よ
い
か

困
っ
て
い
る
私
に
「
ハ
ン
カ
チ
で
拭
く

と
い
い
か
な
」と
言
い
な
が
ら
、ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
可
愛
い
ハ
ン
カ
チ
を
出
し
て

く
れ
ま
す
。
再
度
「
あ
っ
、
あ
り
が

と
う
」
と
言
っ
て
、
彼
女
の
ハ
ン
カ

チ
は
そ
っ
と
返
し
、
自
分
の
ハ
ン
カ

チ
で
粉
を
落
と
し
ま
し
た
。
不
思
議

と
良
く
落
ち
て
、
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
か
…
。
叩
い
て
払
う
と

い
う
私
の
発
想
で
な
く
、
ハ
ン
カ
チ

で
拭
く
こ
と
の
良
さ
を
教
え
て
く
れ

た
彼
女
に
感
謝
で
す
。

　
な
ん
と
、
心
温
ま
る
一
瞬
で
し
ょ

う
か
。
優
し
い
心
と
と
っ
さ
の
言
動

に
学
び
、
町
の
明
る
い
将
来
を
感
じ

ま
し
た
。
子
ど
も
は
町
の
宝
。
さ
ら

に
応
援
し
た
い
気
持
ち
を
高
め
ま
し

た
。
今
後
と
も
折
に
触
れ
、
子
ど
も

の
素
敵
な
姿
を
紹
介
し
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

子
ど
も
に
学
び
自
分
を
変
え
る　

　
私
は
、
子
ど
も
の
側
に
立
ち
、
子

ど
も
に
学
び
な
が
ら
、
こ
の
子
に
と
っ

て
の
最
適
な
支
援
を
考
え
、
従
来
の

自
分
本
位
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
。

即
ち
、
少
し
で
も
自
分
の
力
量
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
が

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
町
の
校
長
会
で
は
『
子
ど
も
の
良

い
と
こ
ろ
を
認
め
合
い
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
学
校
を
目
指
し
て
』
を
テ
ー
マ

に
進
め
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
い

る
こ
と
や
、
い
い
な
あ
と
感
じ
た
こ

と
を
、
言
葉
で
子
ど
も
に
伝
え
る
こ

と
は
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
深
め
、

温
か
い
気
持
ち
で
生
活
で
き
る
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
。

　
支
援
者
と
し
て
、
で
き
な
い
こ
と

を
強
制
的
に
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る

と
い
う
考
え
方
で
な
く
、
自
ら
考
え

進
ん
で
取
り
組
む
姿
を
認
め
励
ま
す

こ
と
で
、
子
ど
も
は
さ
ら
に
意
欲
を

高
め
、
や
り
遂
げ
た
達
成
感
を
も
ち

ま
す
。
こ
の
積
み
重
ね
が
将
来
に
生

き
る
力
と
な
り
ま
す
。
共
に
喜
び
合

い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
保
育
園
・
学
校
・

地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
な
く
、
全
て
の
方
々
へ
の
か
か
わ

り
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

◆ 

新
学
期
ス
タ
ー
ト
　
感
謝
の
心
で

　
さ
て
、
最
大
限
の
工
夫
を
し
て
行

わ
れ
た
御
柱
祭
の
年
が
明
け
、
学
校
・

社
会
等
で
は
令
和
５
年
度
が
始
ま
り

ま
す
。
改
め
ま
し
て
ご
入
学
、ご
進
学
、

ご
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
出
発
に
向
け
た
生
活
へ
の

夢
と
希
望
を
も
ち
、
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
ご
家
族
、
友
人
、
そ
し
て
新

た
な
出
会
い
を
含
め
、
か
か
わ
っ
て

く
だ
さ
る
全
て
の
皆
様
の
温
か
い
応

援
に
感
謝
し
前
向
き
に
生
き
抜
き
ま

し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
対
応
の
緩
和
、
世
界
情
勢

等
を
含
め
様
々
な
願
い
を
お
も
ち
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
な
が
ら
、
年

度
初
め
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【訂正】 3月号「分館活動を振り返って」の第2区分館長のお名前は「山田昌宏」様でした。訂正してお詫びいたします。
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◎諏訪湖博物館4月の休館日は、3・10・17・24日です。

4 月、それぞれのステージへ

み
ず
べ
保
育
園　

武
藤　
涼
夏

む
と
う

す
ず
か

昔
か
ら
の
夢
を
叶
え
て

　
私
は
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
下
諏

訪
町
の
職
員
と
し
て
町
の
保
育
園
に

就
職
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
は
下
諏
訪

で
は
な
い
の
で
す
が
、
高
校
時
代
に

行
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

町
民
の
皆
様
の
優
し
さ
・
温
か
さ
を

知
り
、
私
も
下
諏
訪
で
働
き
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
希
望

が
叶
い
、
昔
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
保

育
士
と
い
う
形
で
下
諏
訪
町
へ
の
就

職
が
決
ま
っ
た
時
は
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
就
職
し
て
か
ら
は
、
年
中
児
ク
ラ

ス
の
担
任
と
し
て
春
か
ら
子
ど
も
た

ち
と
生
活
を
し
、
様
々
な
行
事
や
遊

び
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
保
育
の

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
も
の
の
社
会

人
一
年
目
で
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

中
、
ク
ラ
ス
の
担
任
を
任
せ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
不
安
や
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

周
り
の
先
生
方
に
優
し
く
支
え
て
い

た
だ
き
、
日
々
忙
し
く
も
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
教
科
書
通
り
に
は
い
か

な
い
こ
と
や
、
子
ど
も
の
命
を
預
か

る
こ
と
の
責
任
の
重
さ
、
子
ど
も
や

保
護
者
と
の
関
係
づ
く
り
の
難
し
さ

な
ど
、
働
き
始
め
て
か
ら
気
づ
く
保

育
士
の
業
務
の
大
変
さ
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
性
格
が
異
な
る

た
め
、
そ
の
子
に
適
し
た
関
わ
り
方

を
日
々
の
生
活
の
中
か
ら
見
つ
け
て

い
く
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ

て
い
て
大
切
だ
と
感
じ
て
お
り
、
授

業
で
学
習
し
た
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
子
に
適
し
た

関
わ
り
方
は
成
長
や
時
期
に
合
わ
せ

て
変
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一

定
の
や
り
方
の
み
で
は
通
用
し
な
い

た
め
、
視
野
を
広
げ
て
多
角
的
な
視

点
か
ら
子
ど
も
の
姿
を
と
ら
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
度
上
手
く
い
っ

た
こ
と
で
も
次
に
上
手
く
い
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち

が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
声
か
け
の

仕
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
と
、
試

行
錯
誤
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
保
育
士
は
実
習
生
と
は

違
い
、
子
ど
も
た
ち
と
長
期
的
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
良
さ
が

あ
り
ま
す
。
毎
日
一
緒
に
生
活
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
会
話
や
遊
び
の
中
か

ら
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
た
り
、
保
護

者
と
の
情
報
共
有
か
ら
子
ど
も
の
新

た
な
一
面
を
知
っ
た
り
と
、
子
ど
も

の
内
面
ま
で
知
っ
た
上
で
深
く
関
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
運
動

会
や
発
表
会
な
ど
の
大
き
な
行
事
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感

じ
ら
れ
た
り
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
喜
び
を
子
ど

も
や
保
護
者
と
分
か
ち
合
え
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
保
育
士
の

魅
力
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
社
会
人
２
年
目
に
な
り

ま
す
。
心
配
事
や
不
安
は
絶
え
ま
せ

ん
が
、
一
年
間
で
経
験
し
た
こ
と
を

活
か
し
な
が
ら
、
自
信
を
持
っ
て
保

育
を
行
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
笑
顔
や
温
か
さ
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
豊
か
な
感
性
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
の
成
長
・
発
達
を

支
え
て
い
か
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

折り紙のウサギを子どもと一緒に折っています
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私
は
４
月
か
ら
介
護
施
設
で
働
き

始
め
ま
す
が
、
高
校
で
は
２
年
生
か

ら
福
祉
コ
ー
ス
を
選
択
し
、
将
来
に

向
け
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
高
校
入

学
時
は
、
将
来
の
進
路
と
し
て
ト
リ

マ
ー
を
考
え
て
お
り
、
今
と
は
全
然

違
い
ま
し
た
。
私
が
介
護
職
に
就
き

た
い
と
思
っ
た
の
は
、
母
が
介
護
施

設
で
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
る
の

と
、
自
宅
で
曾
祖
母
の
介
護
を
し
て

い
る
祖
母
の
姿
を
見
て
い
た
か
ら
で

す
。
母
に
毎
日
職
場
の
雰
囲
気
や
出

来
事
を
聞
い
て
い
て
と
て
も
楽
し
そ

う
で
、
人
の
た
め
に
な
る
の
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
る
職
業
だ
か
ら
、

私
も
介
護
職
を
や
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

高
校
の
授
業
で
は
、
専
門
的
な
内

容
を
学
ん
で
、
介
護
の
大
変
さ
や
現

状
、
介
護
技
術
に
つ
い
て
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
習
も
２

回
あ
り
、
特
別
支
援
学
校
と
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
２
日
ず
つ
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

特
別
支
援
学
校
の
実
習
で
は
、
自

分
達
と
同
じ
年
代
の
人
の
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
が
学
べ
、
福
祉
の
支
援
対
象

者
と
し
て
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く

幅
広
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
同
年
代
の
障
が
い
を
も

つ
人
と
の
関
わ
り
方
が
、
少
し
私
に

は
分
か
ら
な
か
っ
た
部
分
が
あ
り
ま

し
た
。
実
際
関
わ
っ
て
み
る
こ
と
で

分
か
っ
た
の
は
、
し
っ
か
り
自
分
の

意
志
を
持
っ
て
行
動
し
、
話
す
内
容

も
私
た
ち
と
変
わ
ら
な
い
の
だ
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
実
習
で

は
、
施
設
の
利
用
者
さ
ん
が
認
知
症

を
患
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
一
日
の

流
れ
や
日
常
の
生
活
を
過
ご
す
中
で
、

自
然
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ

て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
自
然
に

行
う
こ
と
で
利
用
者
さ
ん
の
負
担
も
減

り
、
と
て
も
い
い
支
援
内
容
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
経
験
を
重
ね
て
、
私
は

4
月
か
ら
介
護
施
設
で
働
き
始
め
ま
す

が
、
い
き
な
り
働
き
始
め
る
と
大
変
だ

と
感
じ
た
た
め
、
就
職
す
る
施
設
で
去

年
の
10
月
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働

か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
高
校
で
福

祉
を
学
ぶ
中
で
、
授
業
内
容
や
実
習
だ

け
で
は
不
十
分
な
部
分
も
あ
る
と
感
じ

た
た
め
、
現
場
で
働
く
こ
と
に
よ
っ
て

利
用
者
さ
ん
一
人
一
人
に
あ
っ
た
介
護

方
法
や
会
話
の
仕
方
な
ど
が
わ
か
り
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
介
護
に
つ
い
て
の

経
験
を
し
て
き
て
、
大
変
さ
や
苦
労
が

見
え
た
と
し
て
も
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず

介
護
士
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
ま
り
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
て
、
利
用
者
さ
ん
に
「
あ
り
が
と

う
」
や
「
若
い
の
に
頑
張
っ
て
る

ね
ぇ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、
疲
れ
て

い
た
と
し
て
も
頑
張
ろ
う
と
思
え
ま

す
。
話
を
聞
い
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
自
分

自
身
で
体
験
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感

じ
ま
し
た
。　

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
も
や
り
た
い
こ

と
が
あ
る
時
は
、
ま
ず
何
事
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
自
分
自
身
で
体
験
し

て
、
合
っ
て
い
る
の
か
を
判
断
し
た
い

で
す
。
高
校
で
培
っ
た
経
験
は
と
て
も

大
事
な
思
い
出
に
な
り
、
自
分
な
り
に

さ
ら
に
工
夫
し
て
役
立
て
て
い
き
た
い

で
す
。

◎下諏訪総合文化センター4月の休館日は、4・11・18・25日です。

4 月、それぞれのステージへ

西
鷹
野
町　

中
山　
梨
乃

な
か
や
ま

り　

の

将
来
に
向
け
て

寝た姿勢から体を起こして
車椅子に乗せるところです。

介護実習中　利用者さんにどちらの
衣類がよいか選んでもらっています。

2023.4 生涯学習 12



◎下諏訪体育館4月の休館日は、4・11・18・25日です。

4 月、それぞれのステージへ

　
私
は
令
和
5
年
度
南
小
学
校
の
児
童
会
長
で
す
。
私
が
児
童
会

長
と
し
て
、
目
指
し
た
い
学
校
は
、
清
潔
で
思
い
や
り
の
あ
る
学

校
で
す
。
そ
の
た
め
に
実
現
し
た
い
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
仲
良
し
で
お
互
い
を
思
い
や
れ
る
学
校
で
す
。
そ

の
た
め
に
全
校
で
関
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
増
や
し
て
い
き
、
仲
を

深
め
る
機
会
を
作
り
た
い
で
す
。
例
え
ば
、
年
に
一
度
、
お
祭
り

の
よ
う
な
全
校
が
楽
し
め
る
企
画
を
考
え
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

南
小
の
合
言
葉
で
あ
る
「
み
ん
な
大
好
き
」
が
実
現
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
い
つ
で
も
清
潔
な
校
舎
を
保
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
日
頃
の
掃
除
だ
け
で
は
な
く
、
ふ
だ
ん
や
ら
な
い

所
も
全
校
で
掃
除
す
る
機
会
を
作
り
た
い
で
す
。

　
三
つ
目
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
、
つ
ま
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
た
い
で
す
。
具
体
的
に
も
う
使
わ
な
く
な
っ
た
物

を
リ
サ
イ
ク
ル
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
し
、
ほ
し
い
方
に
使
っ

て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
む
だ
を
減
ら
し
た
い
で
す
。
そ
こ

で
得
た
お
金
を
使
っ
て
、
古
く
な
っ
た
物
を
新
し
い
物
と

交
か
ん
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
全
校
の
み
な
さ
ん
に
、「
南
小
に
通
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
な
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
会
長
と
し
て

　

　
僕
が
令
和
5
年
度
児
童
会
長
に
な
り
ま
し
た
飯
島
快
斗
で
す
。

僕
が
児
童
会
長
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
、
皆
が
仲
良
く
元

気
で
い
ら
れ
る
学
校
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
に
、「
学
校
が
楽
し
い
な
」
と
思
え
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う

な
児
童
会
長
に
な
り
た
い
で
す
。
僕
が
児
童
会
長
と
し
て
取
り
組

み
た
い
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
あ
い
さ
つ
で
す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
そ
の
人
と

仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
行
っ
た
「
あ
い
さ
つ
の
木
」

や
「
名
刺
交
換
」
は
、
ほ
か
の
学
年
の
人
と
も
仲
良
く
な
れ
て
い

い
と
思
い
ま
し
た
。
来
年
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
運
動
で
す
。
僕
は
運
動
が
好
き
で
す
。
運
動
を
す

る
と
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
て
明
る
く
な
り
ま
す
。
な
の
で
運
動

が
好
き
な
人
も
嫌
い
な
人
も
、
外
で
遊
ぶ
な
ど
運
動
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
で
今
年

行
っ
て
い
な
い
よ
う
な
運
動
を
し
た
り
、
姉
妹
ペ
ア
と
い
っ
し
ょ

に
す
る
運
動
を
取
り
入
れ
た
り
し
た
い
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

違
う
学
年
の
人
と
も
仲
を
深
め
ら
れ
た
り
、
今
よ
り
も
運
動
を
好

き
に
な
っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
、
北
小
を
も
っ
と
明
る
く
元
気
な

学
校
へ
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

飯
島　
快
斗

下
諏
訪
北
小
学
校いい

じ
ま

か
い
と

元
気
が
あ
ふ
れ
る
学
校
に

　

土
田　
輝
咲

下
諏
訪
南
小
学
校つち

だ

き  

さ
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◎下諏訪図書館４月の休館日は、3・7・10・17・24・28日です。

4 月、それぞれのステージへ

　
僕
は
心
の
塾
に
通
っ
て
い
ま
す
。
学
習
塾
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
塾

こ
そ
下
諏
訪
第
三
野
球
部
で
す
。
第
三
野
球
部
は
、
下
諏
訪
中
学
校
と
下

諏
訪
社
中
学
校
の
生
徒
か
ら
な
る
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
す
。
中
学
校
で
は

学
べ
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ん
で
い
ま
す
。

　
第
三
野
球
部
は
、
挨
拶
、
礼
儀
、
全
力
疾
走
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

野
球
の
技
術
だ
け
で
な
く
、自
分
の
心
を
強
く
す
る
た
め
に
練
習
（
活
動
）

を
し
て
い
ま
す
。
精
神
的
に
つ
ら
い
時
こ
そ
、
自
分
の
弱
い
心
を
鍛
え
る

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
奮
起
し
て
い
ま
す
。
第
三
野
球
部
で
は
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
自
分
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
度
、
下
諏
訪
中
学
校
野
球
部
が
好
成
績

を
収
め
ら
れ
た
の
も
、
第
三
野
球
部
の
教
え
が
根
底
に
あ
り
、
そ
れ
が
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
中
学
校
生
活
も
残
り
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
第
三
野
球
部
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
な
い
日
常
生
活
で
こ
そ
、
第
三
野
球
部
の
教
え
（
挨

拶
、礼
儀
、返
事
な
ど
）を
率
先
し
て
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
会
長
と
し
て
も
第
三
野
球
部
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
全
校

生
徒
の
た
め
、
地
域
の
皆
様
の
た
め
に
、
率
先
し
て
善
い
行
い
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

克
己　
〜
心
の
成
長
〜

　

　
私
は
今
年
度
、
3
年
生
と
し
て
、
そ
し
て
生
徒
会
長
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
こ
と
が
主
に
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
も
っ
と
意
見
の
言
い
や
す
い
生
徒
会
を
作
る
こ
と
で
す
。
今

年
度
、
私
は
「
常
に
動
き
続
け
る
生
徒
会
」
を
作
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
新
し
い
企
画
を
実
施
し
た
り
、
定
番
と
な
っ
て

い
る
企
画
の
改
善
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
は
役
員
だ
け
で
は
な
く
、
全
校
の
皆
さ

ん
の
意
見
が
必
要
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
生
徒
会
を
も
っ
と
意
見
の
言
い

や
す
い
場
所
に
し
た
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
気
軽
に
自
分
の
意
見
を
出
せ

る
よ
う
に
廊
下
だ
け
で
は
な
く
各
教
室
に
意
見
箱
を
設
置
し
ま
す
。
他
に

も
方
法
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
試
し
て
意
見
の
言
い
や
す
い
生
徒
会
に
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
二
つ
目
は
、
受
験
に
悔
い
の
な
い
よ
う
に
全
力
で
挑
む
こ
と

で
す
。
私
は
今
ま
で
、
高
校
受
験
は
自
分
の
学
力
に
合
っ
た
高
校
を
受
験

す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
に
単
純
な
も
の
で

は
な
い
と
知
り
ま
し
た
。
自
分
が
高
校
で
や
り
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
、

そ
れ
が
ど
の
高
校
な
ら
一
生
懸
命
取
り
組
め
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
だ
か
ら
今
、
私
は
高
校
で
何
に
取
り
組
み
た
い
の
か
、
そ
れ
が

ど
の
高
校
な
ら
で
き
る
の
か
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
が
決
ま
っ
た
ら
、
そ
の
高
校
進
学
に
向
け
て
長
い
時
間
を
か
け

て
受
験
勉
強
を
進
め
て
い
き
、
万
全
の
状
態
で
入
試
に
挑
み
た
い
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 笠

原　
伶
文

下
諏
訪
社
中
学
校かわ

は
ら

れ
い
も
ん

今
年
度
の
抱
負

　

堀
内　
優
心

下
諏
訪
中
学
校ほり

う
ち

ゆ
う
し
ん
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◎下諏訪町健康ステーション・健康フィールド４月の休館日は、4・11・18・25・28日です。

4 月、それぞれのステージへ

　
私
が
３
年
生
に
な
っ
て
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、
笑
顔
で
楽
し
い
高
等
部

を
作
る
こ
と
と
自
分
自
身
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
、
笑
顔
で
楽
し
い
高
等
部
を
作
る
た
め
に
、
高
生
会
長
と
し
て
、

高
等
部
で
レ
ク
や
製
作
を
企
画
し
た
い
で
す
。
レ
ク
に
つ
い
て
は
、
高
等

部
の
み
ん
な
の
好
き
な
こ
と
ク
イ
ズ
や
、
お
誕
生
月
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
お
互
い
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
合
え
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
製
作
に
つ
い
て
は
書
き
初
め
で
、
み
ん
な
で
一
つ
の
言

葉
を
書
い
た
り
、
貼
り
絵
な
ど
を
作
っ
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
み
ん

な
で
達
成
感
を
感
じ
合
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
次
に
、
自
分
自
身
を
高
め
る
た
め
に
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
た
く
さ

ん
の
経
験
を
す
る
こ
と
と
自
己
管
理
を
す
る
こ
と
で
す
。
経
験
に
つ
い
て

は
買
い
物
体
験
や
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
使
う
な
ど
、
卒
業
後
に

実
際
の
生
活
で
使
う
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
卒
業

後
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
も
安
心
だ
し
、
自
分
で
は
気
づ
け
な
い
こ
と
も

気
づ
く
こ
と
が
で
き
て
自
信
が
つ
き
ま
す
。
自
己
管
理
に
つ
い
て
は
、
手

帳
な
ど
を
使
っ
て
、
自
分
が
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
一
つ
ず
つ

丁
寧
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
高
等
部
最
後
の
一
年
間
を
高
生
会
長
と
し
て
、
み
ん
な
の
意
見
を
ま
と

め
て
、
友
達
と
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
笑
顔
あ
ふ
れ
る
高
等
部
を
作
り
た

い
で
す
。

　
そ
し
て
、
将
来
に
向
け
て
様
々
な
経
験
を
積
み
、
自
分
自
身
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
な
一
年
間
に
し
た
い
で
す
。

３
年
生
に
な
っ
て
頑
張
り
た
い
こ
と

　
早
い
も
の
で
高
校
生
活
も
2
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
目
標
も

持
て
な
い
ま
ま
、
な
ん
と
な
く
入
学
し
て
し
ま
っ
た
私
に
と
っ
て
、
向
陽

の
漕
艇
と
の
出
会
い
は
高
校
生
活
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
朝
6
時
に
諏
訪
湖
へ
行
き
朝
練
を
こ
な
し
、
学
校
ま
で
の
坂
道
を
登
り

授
業
を
受
け
、
放
課
後
再
び
諏
訪
湖
へ
下
り
練
習
を
す
る
。
自
宅
へ
帰
る

た
め
に
ま
た
坂
道
を
登
る
。
そ
ん
な
毎
日
の
繰
り
返
し
で
す
。
楽
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
楽
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
味
わ
え
な
い
ス
ピ
ー

ド
、
水
の
上
を
風
を
切
り
な
が
ら
進
む
と
、
と
て
も
爽
快
で
す
。
何
よ
り

切
磋
琢
磨
し
あ
え
る
向
陽
の
仲
間
と
の
出
会
い
は
大
き
な
財
産
で
す
。

　
部
活
を
行
え
る
の
も
残
り
わ
ず
か
で
す
。
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
日
々

練
習
に
取
り
組
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
結
果
が

つ
い
て
き
て
く
れ
た
ら
、
最
高
の
喜
び
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
卒
業
後
の
進
路
を
決
め
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
誕
生
日
が
来
れ
ば
十
八
歳
。
成
人
と
な
り
ま
す
。
漕
艇
に
励

み
つ
つ
も
責
任
の
あ
る
大
人
に
な
れ
る
よ
う
将
来
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
多
く
の
人
達
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
毎
日
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

古
田　
竣
哉

下
諏
訪
向
陽
高
校ふる

た

し
ゅ
ん
や

悔
い
の
な
い
一
年
に

田
村　
実
結
希

長
野
県
花
田
養
護
学
校

た
む
ら

み　

ゆ　

き

生涯学習 2023.415



 【 会計区分 】
　「一般会計」は、町が行う事業
の大部分を占める会計で、支出に
は皆様から納めていただく町税や
地方交付税などを主な財源として
います。
　これに対し、「特別会計」は、特
定の事業を行うために設けられた
会計で、支出を保険料や使用料な
どの収入(財源)で賄っています。
　また、事業によって得る収入で
支出を賄う独立採算型の会計を
「公営企業会計」と呼び、当町で
は水道事業会計と下水道事業会計
がこれにあたります。

令和５年度予算(案)の概要についてお知らせします
　

令
和
５
年
度
予
算
（
案
）
は
、
継
続

事
業
と
な
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
改

修
、
学
校
施
設
の
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
諏
訪
湖
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
整
備
に
加
え
、
高
木
橋
の
架
け
替
え
、

安
心
安
全
の
た
め
の
道
路
改
良
、下
諏
訪

体
育
館
の
非
常
用
電
源
の
改
修
、消
防
団

屯
所
の
改
修
な
ど
幅
広
い
投
資
的
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
安
全
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
商
工
業
の
振
興
、
移
住
定
住
の
促

進
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
補
助
事
業
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
化
推
進
事
業
な
ど
各
種
ソ
フ
ト
事

業
に
つ
い
て
も
精
力
的
に
推
進
し
、
多

様
な
住
民
要
望
に
も
配
慮
し
た
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
町
制
施
行
一
三
〇
周
年
を
迎

え
、
本
年
を
更
な
る
飛
躍
の
年
と
す
る

べ
く
、
第
７
次
下
諏
訪
町
総
合
計
画
基

本
構
想
に
掲
げ
た
「
力
を
合
わ
せ
て
未

来
を
拓
く
ま
ち
づ
く
り
」
「
自
然
の
恵

み
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
優

し
さ
と
生
き
が
い
を
も
つ
ひ
と
づ
く

り
」
「
絆
で
支
え
合
う
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
」
「
産
業
の
活
力
と
賑
わ
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
「
安
心
安
全
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
６
つ

の
基
本
理
念
の
も
と
住
民
の
み
な
さ
ん

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
町
政
運
営
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

予算(案)の主な施策内容

会計別予算額(案）

①力を合わせて未来を拓くまちづくり
　◇公会所整備事業
　◇出産・子育て応援事業
　◇移住定住促進対策事業
　◇全国市町村交流レガッタ等開催事業 　など

②自然の恵みを大切にするまちづくり
　◇ゼロカーボンシティ宣言事業
　◇家庭用ゼロカーボン補助事業
　◇山林維持管理事業
　◇林道橋点検事業　　　　　　　　など

③優しさと生きがいをもつひとづくり
　◇保育所管理運営事業
　◇子ども・子育て支援事業計画策定事業
　◇伏見屋邸土蔵保存整備事業
　◇総合文化センター改修事業
　◇ＮＨＫイベント開催事業　　　　など

④絆で支え合う健康長寿のまちづくり
　◇相談支援包括化推進事業
　◇福祉タクシー等助成事業
　◇疾病予防事業
　◇スポーツ教室等開催事業
　◇健康運動支援事業　　　　　　　など

⑤産業の活力と賑わいのあるまちづくり
　◇オリジナルナンバープレート作成事業
　◇商工業振興助成事業
　◇観光振興事業
　◇ものづくり支援センター運営事業
　◇グランドデザイン策定事業　　　など

⑥安心安全で暮らしやすいまちづくり
　◇地理情報システム（ＧＩＳ）改修事業
　◇高木橋架け替え事業
　◇立地適正化計画策定事業
　◇体育館非常用電源改修事業
　◇消防団車両更新事業　　　　　　など

80億6,500万円
   17億9,400万円

  610万円
4億   310万円

  1,400万円
2億7,820万円
2億4,550万円
  160万円

   2億5,080万円
2億5,060万円
6億3,380万円
4億   620万円

△0.4%
 △3.3%
△21.8 %
4.1 %
38.6%
△1.3%
3.5 %
23.1%

 0.5 %
41.7%
7.1 %
89.5%

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
駐 車 場 事 業 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
交通災害共済事業特別会計
温 泉 事 業 特 別 会 計
特別養護老人ホーム事業特別会計
東 山 田 財 産 区 会 計

水道事業会計　収益的支出　　　　　　　　資本的支出

下水道事業会計　収益的支出　　　　　　　　資本的支出

一 　 般 　 会 　 計
会　計　名 予　算　額 前年度比

特
別
会
計

企
業
会
計
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下
諏
訪
町
長

　

令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
７
次

下
諏
訪
町
総
合
計
画
及
び
未
来
を
創
る
総

合
戦
略
に
基
づ
き
、
安
心
安
全
で
「
住
み

た
い
ま
ち
、
元
気
な
声
が
ひ
び
く
ま
ち
」

を
目
指
し
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た
編
成
に

心
掛
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
予
算
規
模
に

つ
い
て
は
、
各
課
と
検
討
を
重
ね
前
年
度

を
若
干
下
回
る
80
億
６
千
５
百
万
円
と
い

た
し
ま
し
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
視
野
に

暮
ら
し
や
地
域
経
済
対
策
等
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
町
制
施
行
一
三
〇
周
年
の
節
目

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
秋
に
は
全
国
市
町

村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
下
諏
訪
大
会
、
ボ
ー
ト

サ
ミ
ッ
ト
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。
各
地

か
ら
集
ま
る
市
民
ク
ル
ー
を
お
迎
え
し
、

下
諏
訪
町
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
良
い
機
会

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

将
来
を
見
据
え
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
、
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
向
け

協
議
を
始
め
ま
す
。

　

移
住
定
住
促
進
で
は
、
空
き
家
等
の
流

通
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
補
助
制
度

を
創
設
し
支
援
を
図
り
ま
す
。
拠
点
化
を

目
指
す
旧
矢
﨑
商
店
は
、
利
活
用
の
内
容

等
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
行
い
、
新
た
に
家
庭
用
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
・
蓄
電
池
等
の
再
エ
ネ
設
備
導
入
に
補

助
を
行
い
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
環
境
整

備
を
促
進
い
た
し
ま
す
。

　

聴
力
低
下
で
補
聴
器
が
必
要
に
な
っ
た

方
へ
は
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
社

会
参
加
等
を
支
援
し
、
健
康
で
長
寿
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
で
は
、
補
助
制
度
を
拡
充

し
町
内
商
工
業
の
振
興
を
図
り
、
起
業
支

援
に
お
い
て
も
補
助
制
度
を
見
直
し
、
効

果
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
観
光
振
興
で

は
、
引
き
続
き
着
地
型
旅
行
商
品
等
の
開

発
に
努
め
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
の
創
出

に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
、
安
全
対
策
で
は
、
高
木
橋
の
架

け
替
え
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
個
別
避
難

計
画
は
、
モ
デ
ル
地
区
か
ら
町
内
に
広
げ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
で
は
、
従

来
ま
で
の
減
災
対
策
の
他
断
熱
等
省
エ
ネ

化
を
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
住
宅
環
境

改
善
へ
の
転
換
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
関
連
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
導
入
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
等
利
便
性
の

向
上
、
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
も
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
事
業

等
の
施
策
で
も
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
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一般会計予算の内訳(案）

●性質別内訳のワンポイント解説●

【人件費】 特別職や職員の給料、議員の報酬などに使われるお金
【扶助費】 法によって義務付けされている福祉や医療の費用として

給付されるお金など
【公債費】 町債（借入金）の返済に充てられるお金
【普通建設事業費】施設建設、道路や公園などの整備に充てられるお金
【物件費】 消耗品、光熱水費、備品購入、事業の委託費などに充て

られるお金
【補助費等】 各種の補助金や負担金として使われるお金
【貸付金】 商工業振興の制度融資などに活用されるお金
【繰出金】 一般会計から特別会計に繰り出されるお金

　性質別内訳は、歳出について同じような使われ方をするものを分
類したものです。
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 〇姉妹都市交流事業（愛知県南知多町から小学生を迎えて、町内において交流を実施） 643千円
 〇発達支援通園訓練事業（新たに小学校入学に向けた在園５才児の発達支援事業を実施） 5,604千円
 〇ひとり親世帯等児童激励金事業（ひとり親世帯等の児童の福祉の増進を図る激励金を拡充） 2,315千円
 〇保育所管理運営事業 270,966千円
 　　保育所給食提供事業（物価高騰による保護者の経済的負担を軽減し、安定的な給食を提供） 32,000千円
新規 　　保育所音響機器更新事業（各保育園において不具合を生じている音響機器を更新） 1,881千円
新規 　　感染症対策保育支援事業（コロナ禍における感染症対策として、町内民間保育所へ補助） 800千円
新規 〇子ども・子育て支援事業計画策定事業（第３期子ども・子育て支援事業計画策定のための事前調査を実施） 1,821千円
 〇企画、特別展事業（町制施行130周年に合わせ、博物館の企画展等を充実） 2,628千円
新規 〇伏見屋邸土蔵保存整備事業（伏見屋邸土蔵の屋根の修繕に係る費用を補助） 3,335千円
 〇学校教育環境の充実
新規 　　学校給食食材費等高騰対策事業（物価高騰による保護者の経済的負担を軽減し、安定的な給食を提供） 6,300千円
新規 　　小学校プール改修事業（老朽化している北小学校の大プールを改修し、安全対策を図る） 10,422千円
新規 　　小学校整備事業（北小学校の照明設備のＬＥＤ化改修を実施） 57,563千円
新規 　　中学校整備事業（下諏訪中学校、社中学校の電話交換機の更新等を実施） 2,676千円
 　　小中学校英語教科補助指導事業（国際理解を深めるため小中連携した英語教育の推進） 32,504千円
 　　特別支援教育充実事業（多様化する児童生徒へのきめ細やかな支援を実施） 24,650千円
 〇こども未来基金活用事業（こどもらんどや居場所づくり、給付型奨学金など多様な教育支援を実施） 4,100千円
 〇未来へつなぐ歴史文化伝承事業（地域の組織や団体による自主的な歴史文化を伝承する活動に補助） 1,000千円
 〇学童クラブ運営事業（保護者が放課後家庭にいない児童のために遊びや生活の場を提供） 24,377千円
新規 〇総合文化センター改修事業（総合文化センターの大ホール及びトイレ改修等の実施設計） 11,275千円
新規 〇ＮＨＫイベント開催事業（町制施行130周年に合わせ、ＮＨＫイベントを開催） 219千円

１ 力を合わせて未来を拓くまちづくり

２ 自然の恵みを大切にするまちづくり

３ 優しさと生きがいをもつひとづくり

４ 絆で支え合う健康長寿のまちづくり

小さくてもきらりと光る美しいまち
 〇公会所整備事業（地域コミュニティの拠点である公会所の整備を補助） 5,410千円
 〇協働推進事業（協働のまちづくりに向けた地域の活力創生チャレンジ事業支援金等の実施） 5,658千円
新規 〇地方創生応援税制寄附金事業（企業版ふるさと納税制度に基づく寄附の受入れを推進） 322千円
 〇母子保健事業 21,229千円
 　　産婦健康診査事業（出産後間もない時期の産婦に対し医療機関等で健康診査を実施） 950千円
 　　産後ケア事業（通所型、宿泊型のサポートにより、きめ細やかな産後ケアを実施） 660千円
新規 　　新生児聴覚検査事業（全ての新生児を対象とした公費負担による聴覚検査の実施） 683千円
新規 〇出産・子育て応援事業（安心して出産・子育てができるよう伴走型相談支援と経済的支援を実施） 31,902千円
 〇移住定住促進対策事業 35,985千円
 　　地域おこし協力隊委嘱事業（協力隊員による移住相談対応、移住イベント等での情報発信の強化） 15,527千円
新規 　　空き家等流通促進事業（流通可能な空き家の掘り起こしと空き家情報サイトの充実を図る） 9,856千円
新規 　　空き家等家財道具処分補助事業（空き家バンクへの登録を促進するため、家財道具の処分費用等を補助） 1,000千円
新規 　　空き家等仲介補助事業（空き家バンク登録物件の成約の際に仲介業者へ定額補助） 440千円
 　　移住定住促進住宅取得補助事業（町外の方が新たに住宅を取得して当町に居住する場合に補助） 4,000千円
 〇しごと創生推進事業（しごと創生拠点施設ホシスメバなどを活用した起業創業支援を実施） 2,954千円
 〇結婚新生活支援事業（新婚世帯の住居費、引越費用等の経済的支援を行う補助を拡充） 3,036千円
 〇移住交流総合拠点整備事業（旧矢﨑商店の建物活用方法を継続検討） 437千円
新規 〇全国市町村交流レガッタ等開催事業（町制施行130周年に合わせ、全国市町村交流レガッタ等を開催） 10,000千円

新規 〇町国土利用計画策定事業（国土利用計画第３次下諏訪町計画の策定） 459千円
新規 〇ゼロカーボンシティ宣言事業（ゼロカーボンシティ宣言を行い、地球温暖化対策等の環境施策を推進） 201千円
新規 〇家庭用ゼロカーボン補助事業（太陽光発電システム・蓄電池等の再エネ・省エネ設備の導入費用を補助） 3,000千円
 〇生ごみ処理機器設置補助事業（地球温暖化対策の一環として生ごみ処理機器設置への補助） 300千円
 〇農業振興対策事業（農業の活性化を目指し各種支援を実施） 2,383千円
 〇鳥獣被害防止対策事業（野生鳥獣による農作物被害の抑制や捕獲器具への補助） 3,519千円
 〇山林維持管理事業 9,244千円
 　　民有林整備事業（森林環境譲与税を活用した民有林の間伐を推進） 4,094千円
 〇町有林整備事業（森林の多面的機能を発揮するため間伐等により町有林を計画的に整備） 4,845千円
 〇林道維持管理事業 8,082千円
新規 　　林道橋点検事業（砥沢線及び萩倉線にかかる７橋の法定点検の実施） 2,948千円

 〇社会福祉協議会補助事業（地域福祉を推進する活動への補助） 16,500千円
 〇福祉タクシー等助成事業（満79歳以上の高齢者や免許返納者等へ助成し、外出機会を創出） 23,500千円
 〇相談支援包括化推進事業（福祉ニーズの多様化・複雑化を踏まえ、総合的な相談支援を実施） 7,405千円
新規 〇難聴者補聴器購入補助事業（聴力の低下により補聴器が必要となった方へ購入費用の一部を補助） 300千円
 〇地域活動支援センター運営事業（障がいのある方に作業訓練や生活訓練を通じて地域交流への参加を支援） 13,160千円
 〇障がい者自立支援給付事業（障がいのある方が自立した生活を送れるためのサービスを提供） 452,549千円
新規 〇障がい者計画等策定事業（令和６年度から新たな計画期間となる障がい者計画等の策定） 3,766千円
新規 〇高齢者福祉計画策定事業（３年に１度の総合的な見直しを含めた高齢者福祉計画の策定） 861千円
 〇在宅高齢者支援事業（日常生活用具の給付、緊急通報体制の整備などによる支援） 25,679千円
 〇後期高齢者医療運営事業（県広域連合による後期高齢者医療保険事業の運営） 318,827千円
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５ 産業の活力と賑わいのあるまちづくり

６ 安心安全で暮らしやすいまちづくり

※新年度予算について、町が実施する事業を予算と照らし合わせ、目的別に分かりやすくお知らせす
ることを目的に「事業別予算ガイド」を町ホームページで公表しています。

　詳細については、右の二次元コードを読み取りいただきご覧ください。

 〇特別養護老人ホーム運営事業（県内唯一の公設公営であるハイム天白を維持するための繰出金） 19,800千円
 〇包括的支援事業（増加する高齢者に対し、住み慣れた地域での包括的ケアを実施） 27,478千円
 〇地域支援任意事業費（配食サービスなど特色を活かした柔軟な高齢者支援を実施） 9,066千円
 〇老人福祉センター指定管理事業（高齢者の健康増進、レクリエーション、介護予防等を図る施設の運営） 13,976千円
 〇福祉医療給付事業（乳幼児～高校生、ひとり親世帯、障がい者等の診療費用の一部を負担） 136,947千円
 〇救急告示病院運営補助事業（救急医療の確保や地域医療充実のため救急告示病院へ補助） 2,000千円
 〇疾病予防事業 62,614千円
 　　インフルエンザワクチン接種事業（高齢者等のインフルエンザ予防接種費用を助成） 16,150千円
 〇健康ポイント事業（健康診断などにポイントを付与し、健康づくりの習慣化を図る） 3,000千円
 〇スポーツ教室等開催事業（ミズノスポーツサービスとの連携によるスポーツ教室等を実施） 2,400千円
新規 〇オリンピアン教室開催事業（町制施行130周年に合わせ、オリンピアンによる講演会・教室を開催） 1,500千円
 〇高浜健康温泉センター管理事業（高浜健康温泉センターにおいて温泉を活用した住民の健康増進を図る） 27,610千円
 〇健康運動施設管理事業（健康ステーション、健康フィールド等の健康運動施設の管理） 8,480千円
 〇健康運動支援事業（町民の健康づくりの取組みを支援し、健康寿命の延伸を図る） 2,864千円

新規 〇オリジナルナンバープレート作成事業（オリジナルナンバープレートを作成し、町の魅力を広く発信する） 448千円
 〇商工業振興助成事業（商工業施設への助成額等を拡充し、町内産業の振興を図る） 10,000千円
 〇チャレンジ起業支援事業補助事業（空き店舗等で商業活動を行うための店内改装費用等への補助を拡充） 2,000千円
 〇感染症緊急経済対策事業（商工会議所で実施する産業まつり等の経済対策への補助） 5,000千円
 〇しもすわ今昔館指定管理事業（観光の情報発信拠点として星ヶ塔ミュージアムと一体的に運営） 11,732千円
 〇八島ビジターセンター指定管理事業（八島高原の魅力を伝える山岳観光の案内拠点として運営） 964千円
 〇おんばしら館指定管理事業（御柱祭や祭文化等の観光情報発信拠点として運営） 4,225千円
 〇観光振興事業 80,714千円
 　　地域おこし協力隊等委嘱事業（地域プロジェクトマネージャー、地域おこし協力隊員による観光推進） 20,904千円
 　　観光協会補助事業（観光振興に関する各種事業への補助） 12,000千円
 　　観光振興推進事業（関係団体と連携し、観光の産業化を目指した観光振興局への補助） 19,743千円
 　　旅行商品開発事業（まち歩きの促進・着地型旅行商品の開発などに対する補助） 9,362千円
 　　情報発信誘客事業（効果的な誘客のために必要な観光情報の発信や宣伝への補助） 4,100千円
 〇ものづくり支援センター運営事業（商工会議所との連携による企業の情報発信と受注拡大への支援） 23,678千円
 〇グランドデザイン策定事業（下ノ諏訪宿地区、諏訪湖畔地区、社地区のグランドデザインを策定） 4,583千円
新規 〇オリンピック交流継承事業（オリンピック事前合宿を行ったイタリア、アルゼンチンとの交流） 1,500千円

新規 〇地域公共交通協議会設置等事業（地域公共交通協議会を立上げ、計画策定に向けた調査を実施） 3,400千円
 〇町内循環バス運行事業（地域に根差した町内循環バス「あざみ号」の運行） 43,631千円
 〇諏訪湖周バス共同運行事業（岡谷市、諏訪市との共同による湖周バス「スワンバス」の運行） 3,673千円
 〇移動販売事業（市街地から遠距離の住民を対象に移動販売車による買い物支援を実施） 4,980千円
 〇防災ネットワークしもすわ補助事業（防災士資格取得や避難所運営訓練などの活動に対する補助） 1,324千円
新規 〇地理情報システム(GIS)改修事業（新たに公開型GIS、住民通報サービスを整備しデジタル化を推進） 5,632千円
新規 〇キャッシュレス決済導入事業（デジタル化と行政サービスの向上のため、キャッシュレス決済を導入） 5,354千円
 〇マイナンバー普及促進事業（新たに郵便局窓口での申請受付を委託し、更なる普及促進を図る） 13,307千円
 〇資源物等処理事業（駅東リサイクルステーションや月例収集等により資源物の収集を実施） 100,483千円
 〇最終処分場現況調査事業（町屋敷最終処分場の適正な管理のため現況調査を実施） 7,073千円
 〇個別避難計画作成事業（避難行動要支援者の迅速な避難支援を行うため個別避難計画を作成） 751千円
新規 〇安心安全対策・住宅省エネ化リフォーム補助事業（住宅の減災化、省エネ化リフォームに係る改修費用の一部を補助） 10,000千円
 〇道路維持補修事業 182,793千円
 　　ジョギングロード改修事業（老朽化している諏訪湖畔のジョギングロードの改修） 69,300千円
新規 　　凍結防止剤散布機購入事業（降雪時に迅速な安全対策を行うため、凍結防止剤散布機を更新） 4,400千円
 〇町道大久保山道線等改良事業（大雨による冠水対策のため、町道大久保山道線等の側溝を改修） 46,156千円
 〇町道田中線歩道改良事業（傷みの激しい町道田中線の歩道を改修） 23,190千円
 〇町道赤砂砥川東線改良事業（歩行者等の安全確保を図るため転落防止柵を設置） 11,800千円
新規 〇町道弥生町通り線安全対策事業（グリーンベルトの路面標示により、町道弥生町通り線の安全対策を図る） 4,500千円
新規 〇駅前グリーンベルト等整備事業（下諏訪駅前の活性化、安全対策のためグリーンベルトを整備） 5,500千円
 〇サイクリングロード整備事業（長野県、岡谷市、諏訪市と連携した諏訪湖周サイクリングロードの整備） 27,500千円
新規 〇高木橋架け替え事業（老朽化している高木橋の架け替えを実施） 76,000千円
新規 〇橋りょう長寿命化修繕計画策定事業（計画的な補修を行うため、橋りょう長寿命化修繕計画（第Ⅲ期）を策定） 4,000千円
 〇鰻沢浚渫事業（近年の大雨災害を受け、鰻沢の浚渫による冠水対策を図る） 952千円
新規 〇立地適正化計画策定事業（持続可能でコンパクトなまちづくり推進のため、立地適正化計画を策定） 9,504千円
新規 〇スマートフォン講座開催事業（スマートフォン講座を開催し、デジタル化による情報格差の解消を図る） 224千円
新規 〇図書館防犯カメラ改修事業（図書館の安全対策のため、老朽化した防犯カメラを更新） 770千円
新規 〇体育館非常用電源改修事業（指定避難所となっている下諏訪体育館の非常用電源を改修） 29,797千円
 〇消防団活動事業 7,496千円
新規 　　消防団水害時安全対策事業（水害時における消防団員の安全確保のため、ライフジャケットを購入） 1,020千円
新規 〇消防団屯所改修事業（老朽化している第７分団屯所の屋根・外壁の修繕を実施） 3,762千円
新規 〇消防団車両更新事業（第５分団の消防ポンプ自動車を更新） 28,150千円

■ 問い合わせ　下諏訪町 総務課 財政係　☎27ー1111（内線265）
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よ 余分に買わない、作らない　 い いつもの習慣　 さ さあ、おいしく、食べきろう！
下諏訪町食べ残しゼロ よいさ運動を推進しましょう！

４月の税金等納期限・口座振替日
◇固定資産税 1期分
◇国民健康保険税 1期4月分
◇後期高齢者医療保険料 1期4月分
◇上下水道料(１･２月使用分) 4月分
◇温泉使用料(３月使用分) 4月分
◇介護保険料 1期4月分
◇保育料・給食費 4月分
◇水月霊園管理料 随時

5/1
(月)

◇開設日時　23日(日)
　　　　　　午前10時～午後１時
◇開設場所　町庁舎２階 税務課窓口
◇内　　容　税金等の納付及び納税相談(納税猶予等)

４月の休日納税窓口

問 下諏訪町 税務課 収納係　☎27ー1111（内線236・237）

スマートフォン等から固定電話へ電話をおかけの際は、諏訪地域の市街局番 0266 を含めて発信してください。
例）下諏訪町役場 27ー1111 ➡ 0266ー27ー1111

自衛隊幹部候補生の採用について

教育委員会からのお知らせ

休日納税窓口の開設日変更について

 自衛隊幹部候補生とは、一般・歯科・薬剤科のコースか
ら、各自衛隊の幹部自衛官となる者を養成する制度です。

　土地についての関心を高め、その理解を深めることを目
的に不動産評価等の無料相談会を開催しますので、お気軽
にお出かけください。

※時間はいずれも午前10時～午後４時
 （正午～午後１時の間を除く）
※売買、交換、相続、借地、担保、賃貸借等に係る不動産
評価について不動産鑑定士に相談できます。

 長野市役所第１庁舎　会議室151
 上田商工会議所　第１会議室
４月４日(火） 野沢会館(生涯学習センター)１・２号会議室
 伊那市役所　303会議室
 飯田市役所　Ａ301・302会議室

４月５日(水） 松本市役所本庁舎　第２応接室
 諏訪市役所　403会議室

問 (一社)長野県不動産鑑定士協会　☎026ー225ー5228

不動産鑑定士無料相談会のご案内

町内公衆浴場 入浴料金の変更のお知らせ
　下諏訪町内の公衆浴場の入浴料金が、各施設変更となり
ます。変更時期や変更後の料金は以下のとおりです。

下諏訪町にお住まいの方は、下記の日程について、体育
館・屋内運動場・総合運動場などの体育施設を無料でご利
用いただけます。是非ご活用ください。

問 自衛隊長野地方協力本部茅野地域事務所　☎82ー6785

　現在、毎月第２・第４日曜日の午前10時～午後１時に
行っている休日納税窓口の開設日を令和５年４月より毎月
第４日曜日の午前10時～午後１時に変更します。町税な
らびに役場に関係する料金の支払い、納税相談についても
受け付けておりますのでご利用ください。
　変更に伴い、開庁日・休日納税窓口開設時間内の来庁が
難しい場合には都度ご相談ください。
問 下諏訪町 税務課 収納係　☎27ー1111（内線237・238）

問 下諏訪町 教育こども課 スポーツ振興係　☎27ー1455

問 下諏訪町 建設水道課 水道温泉経理係
　  ☎27ー1111（内線224・225）

●遊泉ハウス児湯、旦過の湯
　新湯、菅野温泉、矢木温泉
　大人 280円
　子ども 140円
　11回回数券  2,800円

●老人福祉センター
　大人 280円
　子ども 140円
　11回回数券  大人 2,800円
　11回回数券  子ども 1,400円

●湖畔の湯
　大人 320円
　子ども 150円
　10回回数券 2,900円

令和５年４月１日から変更

※料金等に関するお問い合わせは、各施設にお問い合わ
せください。

期　日 会　場

体育施設無料開放日のお知らせ

①４月29日(土） ⑥ ９月18日(月） ⑪１月 ８日(月）
②５月 ４日(木） ⑦ ９月23日(土） ⑫２月12日(月）
③５月 ５日(金） ⑧10月 ８日(日） ⑬２月23日(金）
④７月17日(月） ⑨11月 ３日(金） ⑭３月20日(水）
⑤８月11日(金） ⑩11月23日(木）

★午前９時～午後５時まで、１人（１グループ）につき、２時間使用可能
※大会等により、一部施設が利用できない場合がございます。
※冬期間（⑪～⑭）は、屋外施設閉鎖のため、屋内施設のみご利用いただけます。

◇受付期間 ３月１日～４月14日（音楽要員除く）　
◇試験期日 １次：４月22日・23日
 （４月23日は海・空飛行要員のみ）
 ２次：５月26日～６月１日
 ３次：(海・空飛行要員のみ）
 　　  （海）６月22日～26日
 　　  （空）７月15日～８月３日
　※詳細は以下までお問い合わせください。

第1回

早朝ラジオ体操を実施します！
４月１日(土）から１０月９日(月）まで

毎朝６時３０分スタート

下諏訪北小学校校庭・春宮境内
子育てふれあいセンターぽけっと
下諏訪中学校校庭・あすなろ公園
下諏訪南小学校校庭・信金湖浜支店
津島神社境内・橋本政屋駐車場

日　時

実施会場（9会場）
※実施期間については、会場ごとに異なる場合があります。

ラジオ体操で健康な毎日を！
お気軽にご参加ください。
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しもすわ今昔館 おいでや

下諏訪町立図書館　☎27ー5555諏訪湖博物館・赤彦記念館　☎27ー1627

問 下諏訪町 産業振興課 移住定住促進室
　 ☎27ー1111（内線274）　
　 メール iju@town.shimosuwa.lg.jp

※空き家をお持ちの方は、空き家情報バンクへの登録をぜひご検討ください。
　また、空き家情報バンクの情報は、町ホームページからもご覧いただけます。

時計工房 儀象堂・星ケ塔ミュージアム矢の根や ☎27ー0001

条 件 等賃貸等No.所在地区

下諏訪町空き家情報バンク物件情報
令和５年３月6日現在

第９区

第７区
第８区

第４区

第３区

第２区
小湯の上2部
御田町
南四王
清水町
西赤砂
西四王
南四王1部
武居南
東山田
社東町第1
星が丘
星が丘

211
213
173
206
207
208
212
184
195
209
178
210

売却
売却
売却
売却
売却
売却
売却
売却
賃貸
賃貸
売却
売却

木造平家建 330万円
木造２階建 1,110万円
木造２階建 1,150万円
木造２階建 799万円
木造２階建 780万円
木造２階建 989.69万円
木造２階建 850万円
木造２階建 1,300万円
木造２階建 月3.8万円
木造２階建 月7.4万円
木造２階建 450万円
木造平家建 320万円

◇休　館　日 ４月３日(月)･10日(月)･17日(月)･24日(月)
◇料　　金　一般　350円　高校生以下　無料
 ※障がい者等の入館料免除･割引があります。
◇開館時間 午前９時～午後５時（入館は午後4時３０分まで）

当館所蔵「諏訪の下駄スケートコレクション」が
国の登録有形民俗文化財に登録されました

＊正面入口横：足湯(午前10時～午後３時)、
　１階：売店・休憩コーナーはご自由にご利用いただけます。

◆ 時計作り体験予約受付中 ! ◆

◇休　館　日 ４月３日(月)・７日(金)・10日(月)・17日(月)・
　　　　　　24日(月)・28日(金)
◇開館時間 午前９時30分～午後７時(火～金）
 午前９時30分～午後６時(土日祝）

◇こどもの読書週間(４月23日～５月12日)企画◇
　令和５年３月、当館所蔵の下駄スケート、氷滑り下駄、
付属資料(真田紐)130点が国の登録有形民俗文化財に登
録されました。
〔下駄スケートとは〕　諏訪地方では、近代以降、当時
の子供たちを中心にスケート遊びが流行り、冬季の娯楽
として楽しまれていました。明治39年(1906)に下諏訪
町の飾り職人、河西準之介によって発明されたカネヤマ
式下駄スケートをきっかけに、以後諏訪地域で下駄スケ
ートが作られ広く各地に普及しました。スケート文化発
展に大きな役割を果たした下駄スケートの発祥地、下諏
訪町に残る多数のコレクションとして貴重であることか
ら今回の登録に至りました。

 図書館職員が選んだ読みきかせに適した本のリストを
配布します。保育園・幼稚園向けの読み聞かせリストも
あります。ぜひご活用ください♪

　ぶらりしもすわ 三角八丁 其の三十三に合わせ入館が無
料となります。当日は裏口も解放いたしますのでお気軽
にお立ち寄りください。

　図書館では家庭読書の日に合わ
せて毎月色々なテーマの本を紹介
するコーナーを作っています。
　お家でゆっくり本を読む時間を
作りましょう。

　三角八丁の日もやります！ご家族、お友達とまち
歩きの途中に時計作りはいかがですか。

＊開館時間　午前９時～午後５時

４月の湖岸清掃：４月23日(日) 午前７時 南大門諏訪湖側駐車場 集合・開始　清掃範囲：博物館～諏訪市境
 中止の場合は午前６時15分に防災行政無線と町メール配信でお知らせします。

・腕時計 4,070円（税込）～
・置時計 2,500円（税込）～

〔費用〕

※4/29は入館料無料。その他の日は別途入館料が必要です。

諏訪湖博物館では下駄スケート
を常設展示しています。
ぜひご覧ください。

「どの本読もうか？読んであげたいこの本」2023年版

毎月第２日曜日は
町内一斉家庭読書の日です

♪４月29日（土）は入館無料♪

★3月23日(木)から諏訪広域図書館ホームページ
　｢すわズラ～」がリニューアルしました!
　ぜひご利用ください。

2023.421



広 

告

information
スマートフォン等から固定電話へ電話をおかけの際は、諏訪地域の市街局番 0266 を含めて発信してください。
例）下諏訪町役場 27-1111 ➡ 0266-27-1111

４月の各種相談 相談は無料です。　＊は事前に予約が必要です。

4月のマシン無料体験会のご案内

健康フィールド無料開放日

★４月７日(金)
　①午後３時～/②午後７時～
★４月15日(土)
　①午前10時～/②午後1時30分～
　③午後３時30分～

健康ステーション

◇歩行浴プール 運動講座 
　参加者募集

高浜健康温泉センター
「ゆたん歩°」

子育てふれあいセンター
ぽけっと

問 健康ステーション ☎75ー5546 問 〔講座〕健康ステーション ☎75ー5546
 〔施設〕ゆたん歩° ☎26ー2626

ぽ

４月の行事予定

問 子育てふれあいセンター ぽけっと
 ☎/FAX 27ー5244
※詳しくは、町のホームページを
ご覧ください。「行事予定」のペ
ージが開きます。

  ４日(火) ファーストブック
10日(月) おはなしいっぱい
14日(金) ０歳児ママ講座
15日(土) 土曜開館
18日(火) ママ講座１・２・３
24日(月) にこにこ講座
　　　　 つくってあそぼう
5、12、19、26日(水) BP

★講座の申込方法が変わりました。
二次元コード又はURLの申込専用フォ
ームにアクセスしてお申し込みください。
インターネット等がご利用できない方は、
健康ステーション窓口へ直接お越しくだ
さい。定員各回6名の申込み制です。

二次元コードまたはURLの申込専用
フォームにアクセスしてお申し込みく
ださい。 ★『おはなしいっぱい』

　絵本や紙芝居など、楽しいお話の時間です。
★『０歳児ママ講座』
　「生活リズムと寝かしつけ」のお話です。
★『ママ講座１・２・３』
　親子遊びを楽しみます。
★『にこにこ講座』
　親子でこいのぼりを作ります。

★４月30日（日）
フットサルコートや遊びの広場が利
用可能。詳しくはお問合せください。

場　　　所時　　　間曜 日日相　談　名

福
祉
総
合
相
談

どんな些細なことでも結構です。お気軽にお電話ください。
住民環境課なんでも相談室 ☎28－3366　なんでも相談室

下諏訪町社会福祉協議会 ☎27－7396福祉相談

   消費生活相談
   住民相談・一般相談

下諏訪町地域包括支援センター ☎26－3377介護相談・権利擁護相談・
成年後見相談

午後1時～午後3時   行政相談 18日 火
午後1時～午後4時＊登記相談 13日 木
午後１時～午後5時＊法律相談 27日 木

諏訪地域振興局 ☎57－2902午前10時～午後3時＊交通事故相談 13日 木
諏訪地区更生保護サポートセンター ☎55－2786午前10時～正午＊非行・犯罪相談 28日 金

午前8時30分～午後5時15分土日祝日を除く毎日

※面接での相談については事前に予約をお願いします。
教育委員会 ☎27－3204午前8時30分～午後5時15分   児童家庭・教育相談 土日祝日を除く毎日

諏訪保健福祉事務所 ☎57－2911
※面接での相談については事前に予約をお願いします。午前8時30分～午後5時15分   女性総合相談 土日祝日を除く毎日

ものづくり支援センター ☎26－2226午前9時～午後5時   工業相談 土日祝日を除く毎日

午前8時30分～午後5時15分土日祝日を除く毎日

午前8時30分～午後5時15分土日祝日を除く毎日

   建築なんでも相談 下諏訪商工会議所 ☎27－8533
※電話にて相談を受け付けます。（リフォーム・耐震改修など） 午前9時～午後5時土日祝日を除く毎日

老人福祉センター相談室 ☎28－2827午前10時～午後3時結婚相談 毎週土曜日

住民環境課 生活環境係
☎27－1111(内線143)
までお問い合わせください。

（下諏訪商工会議所会館2階）
税理士会事務局 ☎28－6666午前10時～正午＊税務相談 12日 水

アクアウォー
キング

※初心者対象講座

おやこ
アクア部
２～３歳児
クラス

①午後2時～
　2時30分
②午後2時30分
　～3時

午前
10～11時

講座名 時 間 定員日程(全9回)
４月 12･19･26日
５月 10･17･24日 
６月  7･14･21日https://logoform.jp/form/N3wp/219788

【申込み二次元コード】

【申込み二次元コード】
https://logoform.jp/f/i32Us

※３月29日（水）午前９時から受付開始

５
組

各
５
名

【水曜日】
４月 13･20･27日
５月 11･18･25日 
６月  8･15･22日

【木曜日】

2023.4 22



広 

告

information

諏訪共立病院 ２８－２０１２
酒井医院（岡谷市） ２２－２１２１
イマムラ脳神経外科クリニック（岡谷市） ２７－００１９
今井内科胃腸科クリニック（岡谷市） ２４－８６８８
春山眼科医院（岡谷市） ２１－２５２５
諏訪共立病院 ２８－２０１２

浦野歯科医院（岡谷市） ２２－２８５４
太田歯科医院（岡谷市） ２２－４６４８
大滝歯科医院（岡谷市） ２２－５６７８
ジュンデンタルクリニック（岡谷市） ２４－８２２０
小口歯科第２クリニック（岡谷市） ２８－２８８３
さつき歯科医院 ２７－５８５８

ひまわり薬局 ２６－７２２６
湖北堂薬局（岡谷市） ２２－２３２５
アイビー薬局（岡谷市） ２６－１６７０
しなの調剤薬局（岡谷市） ７５－５９９３
アイン岡谷薬局（岡谷市） ２３－２８０８
ひまわり薬局 ２６－７２２６

日 曜日 当番医(診療時間 午前9時～午後5時) 歯科当番医(診療時間 午前9時～正午) 当　番　薬　局

休日当番医等は変更になる場合がありますのでご承知ください。

種　　別 日 曜　日 時　間  場　所

●休日・夜間緊急案内サービス　☎0570ー088199（ナビダイヤル）
●諏訪地区小児夜間急病センター（15歳以下・毎週火曜日・木曜日・土曜日・日曜日　午後7時～午後9時）　☎54ー4699

乳
幼
児
健
診

心のほっと相談 ※要予約
すこやか相談（育児・栄養相談）※要予約
産前・産後サポート事業 ※要予約

(2023年  ２月生)
(2022年 12月生)
(2022年  ６月生)
(2021年  ９月生)
(2021年  １月生)
(2020年  ３月生)

２ か 月
４ か 月
10 か 月
１歳６か月
２ 歳
３ 歳

28日
28日
21日
10日
12日
11日
27日

14・24日
14日

金
金
金
月
水
火
木
金・月
金

保健センター
☎27ー8384

時間は個別通知をご確認ください。

午後1時30分～午後3時30分
午前9時～午前11時
午前9時～正午

問 【水道工事店について】下諏訪町 建設水道課 上水道管理係 ☎27ー1111（内線228）　
　 【温泉工事店について】下諏訪町 建設水道課 下水道温泉管理係 ☎27ー1111（内線222）  

※都合により工事店が変更される場合があります。
日 曜日 水　道　当　番　店 温　泉　当　番　店

23-5330
27-8399
28-8139
27-0575
28-6462
26-8866
28-6383
27-6622
27-7289
28-8295

社 東 町 第 ２
東 山 田 第 ２
町 屋 敷 ３ 組
塚 田 町
西 赤 砂
東 弥 生 町
本 郷
岡谷市長地権現町
岡谷市長地御所
五 官

㈱上條電設工業
㈱ 親 水 工 業
水 道 建 設 ㈱
杉 村 設 備 ㈱
㈲ 諏 訪 冷 熱
スワンシステム㈲
林 組 工 業 所
㈱ オ ス ガ 設 備
㈲藤森水道(藤のや)
㈱ 総 建

28-6462

28-3527

28-6462

28-6383

27-8399

㈲ 諏 訪 冷 熱

小 林 住 設

㈲ 諏 訪 冷 熱

㈱ 林 組 工 業 所

㈱ 親 水 工 業

西 赤 砂

西 四 王

西 赤 砂

本 郷

東 山 田 第 ２

1
2
8
9
15
16
22
23
29
30

土
日
土
日
土
日
土
日
土
日

２
９
16
２３
29
30

日
日
日
日
土
日

４月の健康診査等

４月の休日当番医 ※事前に電話で確認の上受診してください。
※「保険証」を必ずお持ちください。

※休日・夜間緊急医療案内
　下諏訪消防署　☎28ー0119

４月の休日水道 ・ 温泉当番店
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下
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☎
0266-27-1111 内

線
261　

FAX 0266-28-1070
 

E-m
ail  jyoho@
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n.shim

osuw
a.lg.jp  

下
諏
訪
町
教
育
委
員
会
 
☎
0266-27-1111 内

線
718

 FAX 0266-28-0131　
E-m
ail  syougai@

tow
n.shim

osuw
a.lg.jp  

下
諏
訪
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
0266-27-7396

◎
ご
意
見
・
お
写
真
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

月
刊
 ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
も
す
わ2023. 4 ３月１日現在　人口19,037人（男 9,180人・女 9,857人）世帯数 8,727世帯　

下諏訪町ホームページ   http://www.town.shimosuwa.lg.jp ◎印刷／中央印刷株式会社
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広告の内容については広告主にお問い合わせください。

※住民台帳数値

持続可能な開発目標を私たちの社会で拡げるため、町内企業の取組を紹介します。

問い合わせ：下諏訪町 住民環境課 生活環境係　☎27－1111(内線142）

私たちは長野県ＳＤＧｓ推進企業です

株式会社六協（建設業） エム施工株式会社（建設業）
県への登録順

長
野
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
企
業
登
録
制
度
や

登
録
申
請
の
方
法
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
か
ら

※

登
録
無
料

●SDGs達成に向けた経営方針等
　六協の経営理念である“共に生き
る”は関わる全ての人と今日を、明日を、未来を共に
生きる と謳っており、SDGsの「だれ一人取り残さな
い世界の実現」と思いを同じくするものであります。
我々の事業活動が持続可能な開発の推進に寄与す
る事を自覚し、それぞれの役割を果たすことで、
SDGsの達成に貢献していきます。
●重点取組
①女性管理職比率を引き上げる
②建設工事に伴い排出される産業廃棄物の排出量の削減
③建築物の木造・木質化並びに木製品化による木
材需要の開拓・利用拡大

●SDGs達成に向けた経営方針等
　私達の地球を守るため、そして人々
が幸せで安心安全な生活が送れるように、弊社がで
きる事を社員一丸となって考え、取組むことでSDGs
（持続可能な開発目標）達成に向けて社会に貢献し
ていきます。

●重点取組
①地中熱の利用促進に取組みCO2排出量削減に取
組む
②外国人実習生制度を利用し、仕事を通じて人材
の育成に取組む　
③地中熱利用促進に取組、電気使用量節減に取組む
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